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『
が
ん
ば
れ
日
本
！
が
ん
ば
る

�
飾
！
願
い
は
叶
え
る
も
の
！
拡

大
は
達
成
さ
せ
る
も
の
！
』
を
メ

イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
始
ま
っ
た
秋

の
拡
大
月
間
も
い
よ
い
よ
終
盤
に

入
り
ま
し
た
。
今
月
末
ま
で
に
目

標
達
成
に
向
け
て
ラ
ス
ト
ス
パ
ー

ト
の
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
月
間
は
、
�
飾
支
部
と
し

て
組
合
員
訪
問
に
重
点
を
置
き
、

訪
問
２０
％
を
目
標
に
取
り
組
ん
で

き
て
い
ま
す
。
対
象
者
の
掘
り
起

こ
し
が
進
ん
だ
分
会
も
あ
り
、
組

合
員
訪
問
の
重
要
性
が
再
確
認
さ

れ
た
月
間
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
名
前
の
あ
が
っ

た
対
象
者
を
加
入
に
結
び
付
け
る

行
動
に
な
り
ま
す
。
全
分
会
の
目

標
達
成
に
向
け
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

９
月
４０
％
目
標
達
成
分
会
↓
本
田

・
立
石
・
青
戸
・
お
花
茶
屋
・
堀

切
・
二
葉
・
西
亀
②
・
亀
有
・
高

砂
・
金
町
・
東
水
元
・
幸
田
・
飯

塚
・
そ
の
他
（
１４
分
会
）

北
水
元
分
会

拡
大
地
図
で

訪
問
計
画

北
水
元
分
会
で
は
、
拡
大
当
初

か
ら
独
自
の
地
図
を
拡
大
コ
ピ
ー

し
て
訪
問
す
る
組
合
員
の
落
と
し

込
み
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

訪
問
す
る
組
合
員
と
訪
問
し
た
組

合
員
を
色
で
分
け
、
ス
ム
ー
ズ
に

訪
問
活
動
が
で
き
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
対
象
者
の
掘
り
起

こ
し
が
進
み
ま
し
た
。
９
月
拡
大

に
は
結
び
付
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
下
準
備
を
し
て
き
た
こ
と
で

１０
月
中
の
加
入
へ
の
手
ご
た
え
は

十
分
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

い
っ
き
に
目
標
達
成
を
め
ざ
し
ま

す
。 東

京
都
補
助
獲
得
の
た
め
の

要
請
ハ
ガ
キ
の
取
組
み
は
今
月

ま
で
で
す
。
１０
月
５
日
現
在
５

２
３
１
枚
の
ハ
ガ
キ
が
支
部
事

務
所
ま
で
届
け
ら
れ
て
い
ま

す
。引

き
続
き
取
組
み
を
強
化
し

て
、
ハ
ガ
キ
の
要
請
行
動
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
土
建

国
保
に
対
す
る
都
の
補
助
金
獲

得
へ
向
け
た
取
り
組
み
で
す
。

皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
土
建

国
保
を
皆
さ
ん
の
手
で
守
る
た

め
に
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
１
枚
１

枚
が
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま

す
。１１

月
か
ら
は
、
予
算
確
保
へ

の
最
終
の
取
組
み
で
、
財
務
省

宛
の
要
請
ハ
ガ
キ
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
賃
金
対
策
部
発
】
９
月
１４
日

（
水
）
恒
例
の
秋
の
現
場
訪
問
行

動
を
土
屋
賃
金
対
策
部
長
を
先
頭

に
区
内
公
共
工
事
の
現
場
と
新
築

マ
ン
シ
ョ
ン
工
事
現
場
を
参
加
者

５
人
で
ま
わ
り
ま
し
た
。

現
場
に
は
部
長
が
段
取
り
を
し

た
お
か
げ
で
、
５
か
所
の
訪
問
す

べ
て
の
現
場
所
長
と
懇
談
す
る
こ

と
で
き
ま
し
た
。
現
場
で
は
、
工

期
の
短
縮
・
職
人
不
足
な
ど
大
変

と
い
う
話
。
そ
れ
で
も
賃
金
が
上

げ
ら
れ
な
い
と
い
う
話
。
ま
た
建

退
共
で
は
、
下
請
け
が
請
求
し
て

こ
な
い
。
仕
組
み
が
複
雑
で
、
元

請
け
も
大
変
。
発
注
の
見
積
り
が

い
い
加
減
な
の
で
、
あ
と
で
追
加

工
事
が
出
る
が
、
追
加
金
が
貰
え

な
い
で
困
る
。
な
ど
悩
み
は
と
に

か
く
多
い
と
の
こ
と
。

わ
か
っ
て
い
た
こ
と
だ
が
、
改

め
て
話
を
聞
い
て
、
賃
金
、
労
働

環
境
改
善
に
運
動
に
力
が
入
る
思

い
の
行
動
に
な
り
ま
し
た
。

確
認
書
の
成
果
あ
り

４
か
所
の
現
場
で
、
確
認
書
の

約
束
。
最
後
の
ラ
イ
ト
工
業
の
現

場
所
長
よ
り
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
確
認
書
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

今
、
政
権
を
取
っ

て
い
る
政
党
の
元
党

首
の
秘
書
３
人
が
執

行
猶
予
つ
き
の
有
罪

判
決
に
な
り
、
こ
の

元
党
首
も
今
月
に
は
裁
判
を
控
え

て
い
る
昨
今
で
す
が
、
新
し
い
総

理
も
決
ま
っ
て
…
進
行
形
で
。

本
年
３
月
の
大
震
災
の
「
復
興

財
源
」
で
す
が
、
財
務
省
は
昨
年

１２
月
に
、１１
年
度
税
制
「
改
正
」
に

よ
る
法
人
税
収（
国
税
）の
増
減
収

見
込
み
を
試
算
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
法
人
税
（
国

税
）
の
基
本
税
率
を
４
・
５
％
引

き
下
げ
た
場
合
の
減
収
額
は
、
単

年
度
で
約
１
兆
２
０
０
０
億
円

（
平
年
度
）
と
見
積
も
っ
て
い
ま

す
。民

主
党
政
権
が
２
０
１
１
年
度

税
制
「
改
正
」
で
打
ち
出
し
た
法

人
実
効
税
率
の
５
％
引
き
下
げ

（
法
人
税
率
は
４
・
５
％
引
き
下

げ
）
を
実
施
し
な
け
れ
ば
、
単
年

度
で
１
兆
２
０
０
０
億
円
（
国
税

・
平
年
度
ベ
ー
ス
）
の
増
収
に
な

り
ま
す
。

１０
年
間
で
得
ら
れ
る
法
人
税
収

は
１２
兆
円
。

政
府
税
制
調
査
会
が
打
ち
出
し

た
総
額
１１
・
２
兆
円
と
す
る
臨
時

「
増
税
」
の
規
模
を
上
回
り
ま

す
。法

人
実
効
税
率
（
国
と
地
方
の

合
計
）
の
５
％
引
き
下
げ
を
や
め

れ
ば
、
野
田
佳
彦
内
閣
が
震
災
復

興
財
源
確
保
の
た
め
に
打
ち
出
し

た
庶
民
増
税
が
、
こ
の
法
人
実
効

税
率
の
引
き
下
げ
を
１０
年
間
先
送

り
す
る
だ
け
で
庶
民
増
税
の
（
消

費
税
を
含
め
て
）
必
要
は
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
に
一
日
も
早
く
気

づ
い
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

赤
十
字
の
義
援
金
の
申
し
込
み

も
来
年
３
月
末
ま
で
の
期
間
が
延

期
に
な
り
ま
し
た
。

東京土建一般労働組合

� 飾 支 部

〒１２４―００１２�飾区立石８―３４―４
電 話 （５６９８）１２６１
ＦＡＸ （５６９８）１２６２
発行人 細 貝 文 洋

今月の�飾組織現勢
２０１１年９月１日現在 ４９０７人
加 入 ６３人
転 入 ３人
脱 退 ３３人
転 出 ２人

２０１１年１０月１日現在 ４９３８人

対
都
要
請
ハ
ガ
キ

今
月
中
に
提
出
を

来
月
は

財
務
省
宛
で
す

現
場
訪
問
行
動
を
実
施

賃
金
・
労
働
環
境
改
善
へ
運
動
強
化
を

組組
合合
員員
訪訪
問問
のの
重重
要要
性性
をを
再再
確確
認認

対
象
者
の
掘
り
起
こ
し
進
む

２０１１年
１月１日付

２０１１年
１０月１日付

日常拡大
月間目標

加入者
秋の拡大 成果表
１０月５日現在

積み
残し数

新小岩 １３２ １２０ ７ ０ 増減▼１２ ５

西新小岩 １１１ １０６ ６ １ 増減▼５ ４

東新小岩 ３５１ ３１９ １８ ４
増減▼３２

１０

奥 戸 ５１６ ４６８ ２６ ８
増減▼４８

４

本 田 １９７ ２０２ １０ ４ 増減◎５ ０

立 石 １５６ １４１ ８ ４ 増減▼１５ ５

青 戸 ２２５ ２１０ １１ ６ 増減▼１５ ４

お花茶屋 ２１８ １９８ １１ ５ 増減▼２０ ４

堀 切 ２８５ ２６４ １４ ６ 増減▼２１ ０

二 葉 ２５１ ２３４ １３ ８ 増減▼１７ －６

西亀有① １６８ １５０ ８ ０ 増減▼１８ ６

西亀有② １０２ ９１ ５ ２ 増減▼１１ ６

亀 有 ２４３ ２３０ １２ ８ 増減▼１３ １２

細 田 ２１６ ２０２ １１ ２ 増減▼１４ ９

高 砂 ２４６ ２１０ １２ ５ 増減▼３６ １４

柴 又 ２５４ ２４６ １３ ０ 増減▼８ ９

新 宿 １６５ １５４ ８ ０ 増減▼１１ ７

金 町 １６６ １５９ ８ ４ 増減▼７ ９

東金町 １７０ １４２ ８ ２ 増減▼２８ ３

東水元 ２８４ ２５４ １４ ６ 増減▼３０ １１

北水元 ２７１ ２１３ １４ ２ 増減▼５８ ７

幸 田 ２５７ ２４８ １３ ６ 増減▼９ ２

飯 塚 １６０ １５５ ８ ４ 増減▼５ －１

その他 ２３９ ２２２ １２ ５ 増減▼１７ ７

合 計 ５３８３ ４９３８ ２７０ ９２ 9月90人 10月 2人 131

１月１日付人員比 マイナス ４４５人

がんばれ日本！がんばる�飾！願いは叶えるもの！拡大は達成させるもの！

秋秋のの拡拡大大月月間間 いいよよいいよよ終終盤盤 ララスストトススパパーートトをを
１４分会が９月の４０％目標を達成

組
合
員
訪
問
用
の
地
図
に
落
し
込
み
（
北
水
元
）

第６６３号建 設 者２０１１年１０月１６日（１）
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斎藤貴男さん

複雑な消費税
弱いものが払う�

所
得
差
で

税
の
不
平
等
が

２
０
１
５
年
に
は

消
費
税
１０
％
�

９
月
２０
日
（
火
）
か
つ
し
か
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ
別
館
５
階
の

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
で
、
消
費
税

増
税
反
対
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。（
重
税
反
対
�
飾
実
行
委
員

会
主
催
）参
加
者
は
１
３
７
人（
う

ち
土
建
は
５３
人
）
で
し
た
。

講
演
会
は
福
岡
委
員
長
か
ら
の

あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
講
師
に
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
斎
藤
貴
男
氏
を

む
か
え
消
費
税
に
つ
い
て
の
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

著
書
の
『
消
費
税
の

カ
ラ
ク
リ
』
か
ら
《
消

費
税
を
上
げ
る
と
誰
が

喜
ぶ
の
か
？
》
と
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
な
ら
で
は

の
斬
新
な
切
り
口
で
の

講
演
と
な
り
ま
し
た
。

当
初
は
ま
っ
た
く
消
費
税
に
つ

い
て
は
関
心
が
な
か
っ
た
が
、
売

上
１
千
万
を
超
え
た
時
点
で
課
税

対
象
と
な
っ
た
こ
と
が
原
因
で
消

費
税
の
こ
と
を
詳
し
く
知
る
こ
と

に
な
っ
た
経
緯
。
そ
し
て
調
べ
る

こ
と
で
、
単
純
に
思
え
る
消
費
税

が
非
常
に
複
雑
で
あ
る
こ
と
、
消

費
者
�
課
税
対
象
者
で
な
い
こ

と
。
課
税
対
象
と
な
る
の
は
、
消

費
者
か
ら
消
費
税
を
預
か
っ
た
事

業
者
で
あ
り
、
そ
の
事
業
者
は
、

消
費
税
を
消
費
者
か
ら
預
か
れ
な

い
場
合
は
、
自
ら
の
腹
を
切
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
（
弱
い
も

の
が
そ
の
ツ
ケ
を
払
わ
さ
れ
る
制

度
で
あ
る
こ
と
）
な
ど
、
実
体
験

を
踏
ま
え
て
わ
か
り
や
す
く
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
消
費
税
の
根
本
的
な
問

題
点
と
し
て
、
平
等
に
思
え
る
税

制
で
は
あ
る
が
、
実
は
、
不
平
等

で
あ
る
税
制
。
所
得
か
ら
消
費
に

使
う
割
合
が
低
所
得
層
と
高
所
得

層
で
明
ら
か
に
違
う
こ
と
が
問
題

で
、
低
所
得
で
の
消
費
の
割
合
が

高
い
分
、
消
費
税
の
負
担
が
大
き

い
の
に
対
し
て
、
高
所
得
で
は
消

費
に
対
す
る
割
合
が
少
な
く
な
り

ま
す
。
必
然
的
に
所
得
間
で
の
消

費
税
の
割
合
に
差
が
で
て
き
て
し

ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
は
ら
ん
だ

消
費
税
が
、
社
会
保
障
２
０
１
５

年
に
は
１０
％
に
引
き
上
げ
と
い
う

話
が
出
て
い
ま
す
。
根
本
的
な
問

題
点
を
解
決
し
な
い
ま
ま
、
こ
の

ま
ま
増
税
を
進
め
る
政
策
は
経
済

を
疲
弊
さ
せ
、
大
震
災
で
被
災
さ

れ
た
方
々
の
生
活
だ
け
で
な
く
、

私
た
ち
の
生
活
を
も
脅
か
す
も
の

と
な
り
ま
す
。

万
が
一
の
補
償
は
大
丈
夫
で
す

か
？
今
一
度
お
住
ま
い
と
車
の
補

償
内
容
の
確
認
を
。
現
在
加
入
の

保
険
と
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
支
部
事
務
所
へ
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
、
見
積
り
は
す
ぐ
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
計
に
優

し
く
有
利
と
感
じ
れ
ば
、
ぜ
ひ
加

入
を
お
勧
め
し
ま
す
。
今
な
ら
、

ク
オ
カ
ー
ド
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
実
施
中
で
す
。

【
対
象
】

・
火
災
…
①
加
入

②
口
座
振
替
手
続

※
ク
オ
カ
ー
ド
（
５
０
０
円
）

・
自
動
車
…
新
規
加
入

※
ク
オ
カ
ー
ド（
１
０
０
０
円
）

秋
の
火
災
共
済
加
入
・
自
動
車

共
済
見
積
り
促
進
月
間
は
、
そ
れ

ぞ
れ
目
標
は
各
分
会
５
件
で
す
。

自
動
車
見
積
り
で
は
、
東
新
小
岩

・
幸
田
分
会
が
５
件
で
目
標
達

成
。

ま
た
、
火
災
共
済
は
取
組
み
が

伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
が
、
高
砂
分

会
が
４
件
で
達
成
ま
で
あ
と
１
件

で
す
。
拡
大
の
組
合
員
訪
問
と
あ

わ
せ
て
共
済
促
進
月
間
も
取
り
組

ん
で
ダ
ブ
ル
で
の
達
成
を
狙
い
ま

し
ょ
う
。

関
東
自
動
車
共
済
は
、
今
月
の

契
約
（
新
規
・
更
新
）
か
ら
、
内

容
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。
対
象
の

方
に
は
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま

す
。
ご
不
明
な
点
は
支
部
事
務
所

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

大
阪
泉
南
国

賠
訴
訟
で
は
逆

転
敗
訴
を
受
け

ま
し
た
。
人
命

を
軽
視
し
た
こ

の
不
当
な
判
決

は
、
今
後
の
首

都
圏
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
に

大
き
な
影
響
を

与
え
る
も
の
で

す
。今

な
お
闘
っ

て
い
る
首
都
圏

建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
。
そ
の

支
援
行
動
を
９

月
９
日
（
金
）

横
浜
地
裁
で
、

９

月

２８

日

（
水
）
東
京
地

裁
で
行
い
ま
し

た
。東

京
地
裁
は
、
来
年
早
い
時
期

に
、
横
浜
地
裁
の
結
審
は
１
月
１３

日
に
出
る
予
定
で
す
。
国
と
ア
ス

ベ
ス
ト
製
造
企
業
の
責
任
を
認
め

さ
せ
、
一
刻
も
早
く
被
害
者
へ
の

補
償
を
は
じ
め
、
救
済
法
の
制

定
、
被
害
の
食
い
止
め
を
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
、
勝
訴
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
重

要
に
な
り
ま
す
。

先
日
の
泉
南
敗
訴
の
要
因
の
一

つ
に
「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
」
が
世

論
の
大
き
な
動
き
に
ま
だ
ま
だ
な

っ
て
い
な
い
点
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
が
建
設
従

事
者
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
る
こ

と
を
よ
り
多
く
の
国
民
に
知
ら
せ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
�
飾

支
部
で
は
今
月
の
１９
日
に
青
砥
駅

で
駅
頭
宣
伝
を
行
い
、
世
論
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
の
健
診
は
、
も
う
終

わ
り
ま
し
た
か
。
集
団
健
診
に

申
し
込
ま
れ
た
方
は
、
当
日
受

診
券
・
保
険
証
・
問
診
票
を
忘

れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日
時
…
１２
月
４
日
（
日
）

朝
８
時
半
〜
１１
時
半

場
所
…テ

ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か

締
切
…
１０
月
２０
日
（
木
）

定
員
…
４
０
０
名
（
先
着
）

「
土
建
健
診
メ
リ
ッ
ト
」は
、

じ
ん
肺
専
門
医
の
「
再
読
影
」

や
「
中
皮
腫
の
研
究
型
健
診
」

な
ど
の
職
業
病
対
策
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
支
部
で
の
集
団
健
診

だ
け
で
な
く
、
土
建
国
保
の
提

携
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
、
無
料

で
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、『
土
建
国

保
の
て
び
き
』
や
Ｈ
Ｐ
か
ら
調

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
ら
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
た
め
に
、
年
に
１
度
は
健
康

診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

火災共済（８～１１月） 自動車共済（８～１１月）

報奨対象
目標件数 加入件数 加入口数 報奨対象見積り目標 見積り数 加入台数

（１～１２月）

新 小 岩 ５ ５ ２ ２

西新小岩 ５ ５

東新小岩 ５ ５ ☆５ １

奥 戸 ５ ５ １ ２

本 田 ５ ５ １ ２

立 石 ５ ５ １

青 戸 ５ ５ １

お花茶屋 ５ ５

堀 切 ５ ５ １ １

二 葉 ５ ５ １ ３

西亀有① ５ ５

西亀有② ５ ５ １

亀 有 ５ ５ ２

細 田 ５ ５

高 砂 ５ ４ ２００口 ５

柴 又 ５ ５ ２ １

新 宿 ５ ５ ３

金 町 ５ ５ ２

東 金 町 ５ ５

東 水 元 ５ ５ ２

北 水 元 ５ ５ １

幸 田 ５ ３ ３３０口 ５ ☆５ ３

飯 塚 ５ ５

そ の 他 ５ ５ １

合 計 １２０件 ７件 ５３０口 １２０件 ２７件 ２０件

支部目標件数 ８１件 支部目標 ５４件

消
費
税
増
税
反
対
講
演
会
を
開
催

��
消消
費費
税税
のの
カカ
ララ
クク
リリ
��をを
学学
ぶぶ

講
師
に
斎
藤
貴
男
さ
ん
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
に
１
３
７
人
が
参
加
（
土
建
５３
人
）

自
動
車
見
積
り
・
火
災
加
入
の
促
進
月
間
中

月
間
中
の
加
入
者
に
ク
オ
カ
ー
ド
贈
呈

集
団
健
診
以
外
に
も
提
携
機
関
で
も
Ｏ
Ｋ

年
に
１
度
は
健
康
診
査
を
受
け
よ
う

首都圏建設アスベスト訴訟

人命尊重し、公正な判決を
東京地裁・横浜地裁で支援行動

９
月
９
日
横
浜
地
裁
で
の
支
援
行
動

講演の質問をする勝山税対部長

１３７人が集まり消費税について学びました

（２）第６６３号建 設 者２０１１年１０月１６日
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１０
月
２
日
（
日
）
ど
ん
よ
り
曇

り
空
。
長
袖
で
も
ち
ょ
っ
と
肌
寒

い
水
元
公
園
の
中
、
青
年
後
継
者

対
策
・
青
年
部
共
催
の
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
大
会
を
開
催
し
、
後
継
者
世

代
の
組
合
員
と
家
族
が
１
０
６
人

参
加
。親

子
で
楽
し
む

Ｂ
Ｂ
Ｑ
前
に
ち
ょ
っ
と
ひ
と
汗

か
い
て
も
ら
お
う
と
フ
リ
ス
ビ
ー

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
開
催
。
最
初
は
６

組
の
エ
ン
ト
リ
ー
し
か
な
か
っ
た

の
が
、
参
加
者
の
盛
り
上
が
り
に

「
僕
も
や
り
た
〜
い
」
と
子
供
た

ち
の
一
声
。
最
終
的
に
１９
組
の
親

子
が
参
加
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、

大
盛
り
上
が
り
。
そ
の
熱
気
に
太

陽
も
顔
を
み
せ
は
じ
め
、
さ
わ
や

か
な
秋
空
に
変
わ
り
ま
し
た
。

お
腹
い
っ
ぱ
い
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
楽
し

ん
だ
後
は
、
待
ち
に
ま
っ
た
ビ
ン

ゴ
大
会
。
青
年
部
の
み
ん
な
が
選

り
す
ぐ
っ
た
景
品
を
目
の
前
に
、

子
供
た
ち
は
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
を
片

手
に
ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く
。
目
玉

景
品
３
Ｄ
Ｓ
が
当
た
っ
た
子
供
は

「
や
っ
た
ー
３
Ｄ
Ｓ
。
マ
マ
見

て
！
」
と
超
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
で

し
た
。若

い
世
代
に

種
ま
き
成
功

秋
の
新
し
い
仲
間
を
増
や
そ
う

月
間
（
拡
大
月
間
）
の
ち
ょ
う
ど

中
間
に
行
っ
た
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会
。
本

部
よ
り
徳
森
常
任
中
執
、
支
部
千

葉
組
織
部
長
か
ら
拡
大
の
訴
え
と

組
合
業
務
の
メ
リ
ッ
ト
説
明
等
も

し
っ
か
り
行
い
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
当
日
は
拡
大
の
成
果
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
拡
大
後
半
戦

に
向
け
、
若
い
世
代
に
種
ま
き
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
、
朝
早
く
か
ら
準
備
や
運

営
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
後
継
者

対
策
、
青
年
部
部
員
の
皆
さ
ん
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
年
末
年
始

も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
中
で

す
。
乞
う
ご
期
待
！

【
東
部
Ｐ
Ａ
Ｌ
発
】
９
月

２５
日
（
日
）
東
部
ブ
ロ
ッ

ク
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
会
は
、
震
災

で
延
期
し
て
い
た
、
ブ
ロ

ッ
ク
交
流
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
を
西
多
摩
の
「
自
然
休

暇
村
さ
か
な
園
」
で
、
さ

か
な
釣
り
と
バ
ー
べ
キ
ュ

ー
、
工
場
見
学
と
し
て
多

摩
産
材
の
材
木
を
扱
う
沖

倉
製
材
所
の
見
学
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

最
初
に
製
材
所
を
見

学
。
こ
こ
で
は
、
丸
太
か

ら
建
築
材
料
が
で
き
る
ま

で
や
多
摩
の
森
の
話
な
ど

社
長
の
沖
倉
さ
ん
か
ら
聞

き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の

仕
事
に
関
わ
る
話
に
、
参
加
者
も

興
味
津
津
。
お
土
産
の
ペ
ン
立
て

は
、
子
ど
も
に
大
人
気
で
し
た
。

そ
の
あ
と
、
場
所
を
さ
か
な
園

に
移
し
、
お
待
ち
か
ね
の
バ
ー
べ

キ
ュ
ー
と
さ
か
な
釣
り
。
来
賓
の

黒
木
Ｐ
Ａ
Ｌ
会
長
の
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
い
た
あ
と
は
、
ひ
た
す
ら

焼
き
肉
。
さ
か
な
釣
り
は
、
台
風

の
影
響
で
予
定
数
で
き
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
代
わ
り
に
「
つ
か
み

取
り
大
会
」
に
子
ど
も
が
お
お
は

し
ゃ
ぎ
。
一
人
で
１０
ぴ
き
以
上
取

る
子
供
も
。
お
酒
が
入
っ
て
か
ら

は
、
交
流
も
す
す
み
ま
し
た
。

最
後
に
足
立
Ｃ
Ｆ
Ｃ
波
平
会
長

よ
り
、
拡
大
と
大
手
企
業
交
渉
に

向
け
訴
え
の
あ
い
さ
つ
締
め
く
く

り
ま
し
た
。
震
災
で
今
年
の
開
催

が
危
ぶ
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
役
員
の
努
力
で
お
こ
な
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
体
の
参

加
は
１
１
３
人
で
し
た
。

【
主
婦
の
会
・
会
長
・
大
山
艶

子
】
９
月
１０
日
（
土
）
１
時
３０
分

か
ら
支
部
会
館
３
階
会
議
室
に
お

い
て
「
主
婦
の
つ
ど
い
」
を
８３
人

の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

新
し
く
主
婦
の
会
の
担
当
に
な

ら
れ
た
井
沢
本
部
常
任
中
執
か
ら

「
秋
の
拡
大
成
功
と
全
分
会
に
主

婦
の
会
の
確
立
を
」
と
わ
か
り
や

す
く
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、
改

め
て
分
会
に
主
婦
の
会
の
確
立
を

す
る
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

各
分
会
か
ら
は
拡
大
成
果
が
発

表
さ
れ
、
拡
大
は
順
調
に
ス
タ
ー

ト
。組

織
部
長
の
成
田
さ
ん
か
ら

は
、
長
崎
の
「
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
」（
８
月
７
〜
９
日
）
へ
の
参

加
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

カカ
ンン
タタ
ンン
なな
のの
にに

カカ
ワワ
イイ
イイ
！！

「
ミ
ニ
手
芸
」
で
は
、「
石
鹸

デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
」
を
作
り
ま
し

た
。
な
か
な
か
好
評
で
し
た
。
そ

の
後
、
分
会
や
お
仲
間
で
や
る
か

ら
と
問
合
せ
続
出
で
し
た
。

終
了
後
、
主
婦
の
会
で
は
初
め

て
支
部
４
役
と
の
懇
談
会
を
行
い

ま
し
た
。

９
月
１３
日
（
火
）
秋
の
住
宅
ま

つ
り
に
向
け
た
実
行
委
員
会
を
支

部
会
館
会
議
室
で
開
催
し
ま
し

た
。（
１１
月
２０
日
開
催
）

２
回
目
と
な
る
実
行
委
員
会

は
、
渋
江
公
園
・
亀
有
リ
リ
オ
パ

ー
ク
・
金
町
公
園
・
水
元
中
央
公

園
の
会
場
毎
の
４
つ
に
別
れ
て

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
毎
に
分
会
・
主
婦
の
会

の
復
興
支
援
に
目
を
向
け
た
模

擬
店
の
中
身
の
確
認
。
地
域
の

住
民
に
建
設
業
の
こ
と
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
の
職
人
コ

ー
ナ
ー
や
展
示
コ
ー
ナ
ー
に

つ
い
て
。
ま
た
、
会
場
を
盛

り
上
げ
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
。
工
作
教
室
の
中

身
や
、
人
員
の
配
置
に
つ
い

て
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
１

時
間
半
の
短
い
時
間
内
で
の

話
し
合
い
で
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
決
め
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
が
多
く
、
み
な
さ
ん

の
協
力
な
し
に
は
盛
大
な
も

の
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
積
極
的
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

第第２２回回秋秋のの住住宅宅ままつつりり実実行行委委員員会会をを開開くく

様様々々なな催催ししをを企企画画ししてて成成功功ささせせよようう
４４会会場場ににわわかかれれ内内容容をを話話しし合合うう

後継者対策・青年部が共催でＢＢＱ大会を開催

フフリリススビビーー・・BBBBQQ・・ビビンンゴゴ大大会会でで盛盛りり上上ががるる

子育て世代１０６人が集合

主
婦
の
会
も
拡
大
出
陣
式

拡
大
は
順
調
に
ス
タ
ー
ト
を
切
る

井
沢
本
部
常
任
中
執
の
講
演

分
会
で
の
主
婦
の
会
の
確
立
の
大
切
さ
を
学
ぶ

東東
部部
ブブ
ロロ
ッッ
クク
ＰＰ
ＡＡ
ＬＬ
レレ
クク
にに
１１
１１
３３
人人

さ
か
な
釣
り
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

工
場
見
学
と
盛
り
だ
く
さ
ん
で
交
流
す
す
む

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
さ
か
な
釣
り
で
盛
り
上

が
っ
た
Ｐ
Ａ
Ｌ
レ
ク
（
１
１
３
人
参
加
）

４
会
場
に
わ
か
れ
打
ち
合
わ
せ

好評だった石鹸デコパージュ

親子で１日楽しんだＢＢＱ大会（水元公園）

主婦の会も拡大がんばるぞ！！

親子でミニ手芸に挑戦

第６６３号建 設 者２０１１年１０月１６日（３）
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第
１３
回
わ
く
わ
く
ま
つ
り
が
水

元
学
び
交
流
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
の
町
会
や
こ
ど
も
会
、

利
用
団
体
な
ど
が
計
画
し
、
模
擬

店
、
バ
ザ
ー
、
盆
踊
り
等
、
多
彩

な
催
し
で
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

飯
塚
分
会
も
毎
年
参
加
し
、
こ

ど
も
工
作
教
室
で
本
立
て
、
プ
ラ

ン
タ
ー
を
担
当
。
お
か
あ
さ
ん
が

の
こ
ぎ
り
を
挽
き
子
ど
も
が
釘
を

打
ち
込
む
等
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
光

景
も
あ
り
ま
し
た
。

９
月
４
日
、
１０
時
か
ら

始
ま
り
、
午
前
に
は
７０
個

用
意
し
た
材
料
の
ほ
と
ん

ど
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
工

作
教
室
に
来
た
親
子
は
６７

名
で
し
た
。

参
加
の
組
合
員
さ
ん
お

疲
れ
様
で
し
た
。

９
月
の
３
連
休
の
最
終
日
１９
日

（
月
・
祝
）
に
水
元
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
診
療
所
で
水
元
健
康
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
東
水
元
・
北
水
元
分
会

か
ら
計
６
人
が
参
加
。
会
場
内
に

包
丁
研
ぎ
受
付
を
設
置
し
て
、
午

前
１１
時
か
ら
受
付
を
開
始
し
、
計

５０
本
の
包
丁
を
研
ぎ
ま
し
た
。
受

付
で
は
、
震
災
支
援
の
募
金
箱
を

設
置
し
、
３
０
０
０
円
の
募
金
が

集
ま
り
ま
し
た
。

今
後
の
工
作
教
室

◆
１０
月
２２
・
２３
日
（
土
・
日
）

南
綾
瀬
地
区
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

（
西
亀
有
①
）

◆
１０
月
３０
日
（
日
）

�
飾
民
商
ま
つ
り
（
お
花
茶
屋
）

◆
１１
月
５
日
（
土
）

東
堀
切
児
童
館
（
二
葉
）

◆
１１
月
１３
日
（
日
）

東
立
石
地
区
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

（
本
田
）

◆
１１
月
１９
日
（
土
）

南
奥
フ
ェ
ス
タ
（
奥
戸
）

利
用
し
て
い
ま

す
か
？
フ
ァ
ミ
リ

ー
カ
ー
ド
。

こ
の
フ
ァ
ミ
リ

ー
カ
ー
ド
提
携
店

に
新
し
い
提
携
店

が
さ
ら
に
増
え
ま

し
た
。
９
月
に
お

配
り
し
て
い
る
冊

子
に
は
掲
載
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
の

で
、
ぜ
ひ
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

【
串
か
つ

せ
ん
な
り
】

綿
実
油
で
揚
げ
た
「
食
べ
あ
き

な
い
串
か
つ
」
で
好
評

住
所
…
青
戸
３
�
３２
�
１

電
話
…
５
６
８
０
�
８
４
５
１

サ
ー
ビ
ス
…
ト
リ
ス
ハ
イ
ボ
ー

ル
又
は
、
サ
ワ
ー
を
一
杯
プ
レ

ゼ
ン
ト

時
間
…
１６
時
〜
２４
時

定
休
日
…
不
定
休

京
成
青
砥
駅
か
ら
徒
歩
２
分

の
好
立
地
で
営
業
し
て
い
ま

す
。毎

年
恒
例
の
東
新
小
岩
分
会
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。
今
年
も
昨

年
に
続
き
奥
戸
の
『
古
代
の
湯
』

で
１０
月
２
日
（
日
）
に
開
催
し
ま

し
た
。
交
流
の
あ
る
西
新
小
岩
分

会
か
ら
６
人
、
二
葉
分
会
か
ら
は

５
人
が
参
加
し
、
計
４２
人
の
参
加

で
し
た
。

温
泉
に
つ
か
り
ゆ
っ
く
り
と
体

を
癒
し
、
昼
か
ら
懇
親
会
の
開

催
。
添
田
分
会
長
、
横
田
組
織
部

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
村
越
副

分
会
長
の
乾
杯
の
発
声
で
懇
親
会

が
ス
タ
ー
ト
。

拡
大
の
英
気
を
養
う
た
め
に
こ

の
日
は
あ
え
て
拡
大
を
忘
れ
、
楽

し
く
過
ご
し
た
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

今
年
も
仲
間
の
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
写

真（
ス
ナ
ッ
プ
の
部
）で
今
年
は
、

芳
井
武
さ
ん
（
支
部
副
委
員
長
・

青
戸
）
が
特
選
（
左
写
真
）。
短

歌
の
部
で
篠
田
綾
子
さ
ん
（
北
水

元
）が
銀
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

短
歌
銀
賞
（
篠
田
綾
子
さ
ん
）

【
金
槌
も
鋏
も
鉄
の
ひ
か
り
溜
め

夫
と
工
事
の
出
番
待
つ
春
】

入
賞
を
め
ざ
し
て
今
年
も
応
募

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
募
集
は
、

左
記
の
と
お
り
で
す
。

○
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
写
真
の

部
ま
た
、
共
済
会
で
は
、
囲
碁
大

会
・
将
棋
大
会
の
参
加
者
も
募
集

中
で
す
。腕
に
自
信
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
申
込
を
。

○
第
３
回
東
京
土
建
囲
碁
大
会

日
時
…
２
月
５
日
（
日
）

○
第
３３
回
東
京
土
建
将
棋
大
会

日
時
…
１
月
２２
日
（
日
）

詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
支
部
事
務
所
ま
で
。

東東新新小小岩岩分分会会レレクク
古古代代のの湯湯でで楽楽ししみみ

拡拡大大のの英英気気をを養養うう

第
６
ブ
ロ
ッ
ク
の
３
分
会
で
工
作
・
包
丁
研
ぎ

毎
年
の
取
組
み
で

地
域
密
着
の
東
京
土
建
を
ア
ピ
ー
ル

東
水
元
・
北
水
元
分
会

包
丁
研
ぎ

震
災
支
援
募
金
に
３
千
円
集
ま
る

仲
間
の
作
品
・
囲
碁
・
将
棋

今
年
も
参
加
待
っ
て
ま
す

芳
井
さ
ん（
特
選
）・
篠
田
さ
ん（
銀
賞
）に
続
こ
う
�

飯
塚
分
会

工
作
教
室

午
前
中
で
材
料
が
な
い
�

今
年
も
好
評
に
終
わ
る

フファァミミリリーーカカーードド

新新たたにに『『せせんんななりり』』がが提提携携

特
選
「
大
都
会
の
大
き
な
大
き

な
鏡
」（
芳
井
武
さ
ん
）

４２
人
が
参
加
し
今
年
も
楽
し
み
ま
し
た

（
東
新
小
岩
）

新
提
携
店
の
『
せ
ん
な
り
』

毎年恒例のわくわくまつりに今年も飯塚分会が参加

包丁研ぎの受付（右：関ヨシエさん
中：今村賢二さん）

（４）第６６３号建 設 者２０１１年１０月１６日


